
平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

四

二

四

号

「
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
」
と
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

江

田

憲

司

424



「
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
」
と
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
質
問
主
意
書

社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
、
そ
れ
に
起
因
す
る
非
効
率
性
、
高
コ
ス
ト
性
等
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

「
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
」
の
確
認
、
突
合
作
業
等
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
以
下
、

質
問
す
る
。

一

先
に
提
出
し
た
、
「
い
わ
ゆ
る
「
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
」
の
確
認
作
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
答
弁
書
�

に
つ
い
て

�

答
弁
書
は
「
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
同
シ
ス
テ
ム
の
全
面
的
な
見
直
し
を
必
要
と
す
る
こ
と

か
ら
二
十
四
時
間
稼
働
可
能
な
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
二
十
四
時
間
稼
働

が
全
面
的
な
見
直
し
に
な
る
の
か
、
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
い
。

�

社
会
保
険
庁
は
、
平
成
十
七
年
三
月
に
「
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
刷
新
可
能
性
調
査
」
の
結
果
を
と
り
ま
と

め
公
表
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
十
七
年
度
末
ま
で
に
業
務
・
シ
ス
テ
ム
に
係
る
最
適
化
計
画
を
策
定
し
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
十
九
年
度
に
か
け
て
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
採
用
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
の
対
策
と
そ

の
具
体
的
な
進
捗
状
況
如
何
。

一



�

「
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
刷
新
可
能
性
調
査
」
は
、
最
適
化
に
よ
り
、
年
間
、
運
用
費
が
最
大
約
五
百
二
十

億
円
削
減
で
き
る
と
の
提
言
を
し
て
い
る
が
、
�
で
実
際
に
実
施
さ
れ
て
い
る
最
適
化
で
年
間
ど
の
程
度
の
コ
ス
ト
削
減

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

�

�
の
最
適
化
と
、
現
在
行
っ
て
い
る
「
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
」
の
確
認
、
突
合
作
業
（
シ
ス
テ
ム
開
発
を
含
む
）
と

の
関
係
如
何
。
そ
の
最
適
化
が
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
関
係
な
い
の
か
。

�

現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
、
い
わ
ゆ
る
旧
式
（
レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
シ

ス
テ
ム
の
非
効
率
性
、
高
コ
ス
ト
性
等
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
全
面
的
な
見
直
し
を
行
う
考
え
は
な

い
の
か
。

二

現
在
の
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
は
、
現
在
の
高
井
戸
、
三
鷹
の
庁
舎
に
存
す
る
シ
ス
テ
ム
の
、
遠
隔
地
で
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
そ
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
遠
隔
地
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い

な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
事
実
か
。
事
実
な
ら
、
火
災
や
地
震
等
で
高
井
戸
、
三
鷹
の
庁
舎
が
被
災
す
る
と
、
そ
の
保
有

す
る
デ
ー
タ
が
全
部
消
失
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
「
宙
に
浮
い
た
（
消
え
た
）
年
金
記
録
」
以
上
に
深
刻
な
問
題
を
来
た
す

の
で
は
な
い
か
。

二



三

社
会
保
険
庁
に
は
、
こ
れ
ら
シ
ス
テ
ム
全
体
を
統
括
し
、
管
理
し
、
企
画
を
行
う
部
署
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
す
べ

て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
、
日
立
等
へ
の
外
部
委
託
な
の
か
。

四

社
会
保
険
庁
に
は
、
常
勤
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
何
人
い
る
の
か
。
そ
の
う
ち
、
民
間
会
社
出
身
で
は
な
い
、
社
会

保
険
庁
プ
ロ
パ
ー
の
職
員
は
何
人
か
。

五

社
会
保
険
庁
は
、
年
間
、
一
千
億
円
を
超
え
る
シ
ス
テ
ム
関
係
費
を
支
出
し
て
お
り
、
民
間
の
金
融
機
関
の
そ
れ
と
比
べ

て
、
数
倍
の
コ
ス
ト
構
造
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
社
会
保
険
庁
に
シ
ス
テ
ム
全
体
を
理

解
す
る
部
署
や
職
員
が
い
な
い
こ
と
、
そ
れ
を
い
い
こ
と
に
、
シ
ス
テ
ム
の
受
託
会
社
の
「
言
い
値
」
の
シ
ス
テ
ム
開
発
、

維
持
・
管
理
を
許
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
政
府
の
認
識
如
何
。
今
後
、
受
託
会

社
と
の
契
約
見
直
し
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
講
じ
て
い
く
つ
も
り
か
。

右
質
問
す
る
。

三


